
を
指
定
。
水
産
業
集
積
エ
リ
ア
の
脱
炭
素

化
を
促
進
す
る
計
画
で
す
。

　

銚
子
市
内
に
大
規
模
な
陸
上
風
力
発
電

を
導
入
し
、
銚
子
電
力
な
ど
を
通
じ
て
長

期
的
に
価
格
安
定
性
の
高
い
再
エ
ネ
電
力

を
供
給
し
ま
す
。
一
般
家
庭
向
け
の
太
陽

光
発
電
や
蓄
電
池
の
設
備
導
入
を
支
援
し

ま
す
。

公
共
施
設
の
再
編
・
整
備

　

庁
舎
の
耐
震
性
能
を
示
す
Is
値
は
、「
官

庁
施
設
の
総
合
耐
震
計
画
基
準
」
に
よ
り

0
・
90
以
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
銚
子

市
役
所
庁
舎
の
最
低
Is
値
は
0
・
13
で
す
。

市
役
所
庁
舎
は
災
害
時
に
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
性
の
確
保
は

必
須
で
す
。
銚
子
市
青
少
年
文
化
会
館
に

代
わ
る
、
人
口
規
模
・
財
政
規
模
に
見
合

っ
た
文
化
ホ
ー
ル
の
整
備
も
必
要
で
す
。

公
正
図
書
館
、
中
央
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
勤
労
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
主
要
公
共

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
ま

す
。
集
約
化
や
複
合
化
の
必
要
性
・
可
能

性
を
精
査
し
、
優
先
順
位
・
施
設
規
模
・

候
補
地
・
事
業
手
法
・
財
源
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
定
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
体
育
館
・
特
別
教
室
の

エ
ア
コ
ン
設
置

　

熱
中
症
予
防
と
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
小
中
学
校
・
市
立
高
校
の
特
別

教
室
・
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま

す
。
銚
子
中
・
一
中
・
二
中
・
三
中
を
統
合

し
て
来
年
4
月
に
開
校
す
る
（
新
）
銚
子

中
学
校
に
つ
い
て
、
校
舎
整
備
の
設
計
を

進
め
ま
す
。
船
木
小
と
椎
柴
小
の
統
合
に

よ
る
「
利
根
か
も
め
小
学
校
」
の
校
舎
と

し
て
、
旧
六
中
校
舎
を
改
修
整
備
し
ま
す
。

愛
宕
山
駐
車
場
ト
イ
レ
整
備

　

地
球
の
丸
く
見
え
る
丘
展
望
館
下
の

「
愛
宕
山
無
料
駐
車
場
」
の
ト
イ
レ
を
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
洋
式
ト
イ
レ
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
市
民
・
観
光
客
の

利
便
性
を
高
め
、
高
台
の
立
地
を
生
か
し
、

津
波
避
難
や
地
域
防
災
に
も
役
立
て
ま
す
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　

来
年
（
令
和
9
年
）
秋
、「
第
46
回
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」の
海
上
歓
迎
・

放
流
行
事
が
銚
子
漁
港
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
く

大
切
な
行
事
で
す
の
で
、
銚
子
市
を
挙
げ

て
温
か
い
お
も
て
な
し
が
で
き
る
よ
う
、

銚
子
漁
協
な
ど
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
千
葉
県
と
連
携
し
て
準
備
を
進
め

ま
す
。

　

銚
子
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
「
握
手
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
活
力
あ
る
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
全
力
で
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

子どもたちから
銚子愛あふれるプレゼント♥
銚子青年会議所の呼びかけで、夏祭りに
子ども屋台を出店。その売上などで銚子
マリーナにフォトフレームが設置されま
した。銚子愛あふれる“新名所”です。

市
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

全
文
は
市
役
所
３
階
企
画
室
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

広報ちょうし 2026.43

　

銚
子
市
総
合
計
画
は
市
民
自
治
「
わ
た

し
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
、「
市

民
・
地
域
が
で
き
る
こ
と
」「
行
政
が
す

べ
き
こ
と
」「
協
働
で
で
き
る
こ
と
」
の

視
点
に
立
っ
て
政
策
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
ま
す
。
新
年
度
は
市
民
意
識
調
査

に
加
え
て
、
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
市
民
が

総
合
計
画
の
施
策
を
「
自
分
ご
と
」
と
し

て
捉
え
課
題
解
決
を
話
し
合
う
会
議
体
を

設
置
し
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

修
学
旅
行
旅
費
・
宿
泊
費
無
償
化
、

市
独
自
の
不
妊
治
療
費
助
成

　

小
中
学
校
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
、
交

通
費
と
宿
泊
費
の
全
額
を
助
成
し
、
保
護

者
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
を
持
ち
た
い
」
と
願
う
夫
婦

の
希
望
を
か
な
え
、
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
市
独
自
の
「
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

新
た
な
健
康
教
室

　

新
た
な
健
康
教
室
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
、
専
門
講
師
に
よ

る「
正
し
い
歩
き
方
指
導
」「
筋
ト
レ
指
導
」、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
「
調
理
実
習
」「
栄

養
講
座
」、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
「
歯
周

病
対
策
」な
ど
を
実
施
し
ま
す
。運
動
・
食
・

口
腔
ケ
ア
か
ら
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

町
内
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

　

町
内
会
や
連
合
町
内
会
が
実
施
す
る
事

業
に
助
成
を
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

事
業
費
補
助
金
」
を
新
設
し
ま
す
。
お
祭

り
や
盆
踊
り
な
ど
の
伝
統
行
事
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
、

町
内
の
親
睦
や
維
持
発
展
を
目
的
と
し
た

事
業
が
対
象
で
、
補
助
率
は
2
分
の
1
、

限
度
額
は
10
万
円
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
値
下
げ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
住

民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を
自
動
交
付
す

る
「
行
政
キ
オ
ス
ク
端
末
」
を
8
月
に
銚

子
市
役
所
庁
舎
1
階
に
設
置
し
、
窓
口
の

混
雑
緩
和
を
図
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付

は
4
月
か
ら
手
数
料
を
1
通
2
0
0
円

（
現
行
3
0
0
円
）
に
変
更
し
、
一
部
の

税
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
10
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

　

地
域
課
題
解
決
と
脱
炭
素
化
を
同
時
に

進
め
る
先
駆
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
環
境
省

が
選
定
す
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
、

銚
子
市
の
提
案
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
対
象

地
域
は
水
産
エ
リ
ア
と
し
て
「
銚
子
漁
港

第
三
卸
売
場
周
辺
市
街
地
・
後
背
地
エ
リ

ア
」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
リ
ア
と
し
て
「
市

内
の
大
規
模
な
陸
上
風
車
設
置
エ
リ
ア
」

令
和
8
年
度
施
政
方
針

地
域
課
題
を「
自
分
ご
と
」に

問 

企
画
室 

☎（
24
）８
９
０
４
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